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特集「メディアインタラクション研究の発展
（テクニカルノート）」の編集にあたって

井 上 智 雄†1

本特集は，2008 年 3 月に学術総合センターで開催された「インタラクション 2008」（大会委員長：

椎尾一郎，プログラム委員長：井上智雄，プログラム副委員長：青木恒，インタラクティブプログラム

委員長：福本雅朗，インタラクティブプログラム副委員長：福地健太郎）シンポジウムに連動した企画

の 1 つである．

「インタラクション」シンポジウムは，ヒューマンコンピュータインタラクション研究会，グループ

ウェアとネットワークサービス研究会，ユビキタスコンピューティングシステム研究会の 3 研究会の

主催で毎年開催されており，インタラクション 2008 はその 12 回目であった．人とコンピュータの間

だけでなく，人と人，人と環境の間のインタラクションも広く含んでその対象とし，ヒューマンインタ

フェース，メディア処理，認知科学，心理学，アートといった幅広い視点から，最新研究成果を集め議

論する場として定着している．2 日間にわたって行われる，論文に基づいた口頭発表とデモンストレー

ションによるインタラクティブ発表は，査読により 3 倍程度の厳しい競争を経たものである．参加者

数は 600 名超で安定しており，当該分野の代表的な国内シンポジウムとなっている．この「インタラ

クション」シンポジウムでは，近年インタラクティブ発表への投稿が多く，その質も高いため，インタ

ラクション 2008より，プログラム構成に責任を持つ担当を，これまでのプログラム委員長単独の体制

から，プログラム委員長とインタラクティブプログラム委員長を置く体制に移行した．

このように，本研究分野には様々な人々から大きな関心が寄せられている．さらに，コンピュータ

利用の日常場面への拡大にともない，扱うテーマもより広がりを見せ，また，その進歩は早くなってい

る．以上のことから，インタラクションに関する研究成果を広く早く流通させてゆくことが重要と考

え，インタラクション 2008の開催時期に合わせた論文特集を企画した．これまでの本シンポジウムに

連動した論文特集では，募集に際して特に論文カテゴリ（フル論文とテクニカルノート）について触れ

ていなかったが，インタラクティブ発表を元にした成果や，本研究分野の最新のアイディアや技術に関

する成果の公開をより迅速にするために，今回初めてテクニカルノート特集を企画した．
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本特集はゲストエディタ制により，下記の特集編集委員会の責任で編集を行った．ゲストエディタに

はインタラクション 2008のプログラム委員長を務めた井上（筑波大学/NII）が就任し，編集委員には

インタラクション 2008 のプログラム委員を含む，当該分野で活躍中の研究者が就任した．

論文は，インタラクションに関する基礎原理から応用分野までを広く対象として募集した．同名の

フル論文の特集との同時募集としたが，テクニカルノート特集の方が，発行が 2 カ月早いことが特長

である．投稿数は 12件であった．投稿された各論文は，編集委員がメタ査読を担当し，別途 1 名の査

読者による報告も吟味の上，メタ査読処置案を作成した．特集号編集委員会では，投稿論文，査読報告

書，メタ査読処置案に基づいて，1件ずつ慎重に審議の上，採否を決定した．うち 1件については，特

例処置として短期間の照会を行う条件付採録とし，その結果，適切な修正がなされ，採録した．以上の

編集過程を経て，最終的に 4 件を採録した．

本特集では，当初の目論見どおり，インタラクション 2008で発表された研究成果とそれ以外の最新

研究成果の両方を集めることができた．また，厳しい編集スケジュールの中にも，特集ならではの特例

処置を含み，かつ，一般の論文は言うに及ばずフル論文特集よりも 2 カ月早い発行にこぎつけること

ができた．これらは，著者の方々，査読者，特集号編集委員，ならびに学会事務局の皆様のご尽力によ

るものであり，深く感謝する．

なお最後に，「インタラクション」シンポジウムについては，過去に発表されたすべての論文が

http://www.interaction-ipsj.org/archive.html で参照できることを申し添えておく．
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